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１．概要（Summary ） 
 固体高分子形燃料電池の新規カソード材料として銅ド

ープカーボン酸素還元電極触媒 r[Cutrz/GO]を調製し、

その Cu K 吸収端における XAFS 測定を電位印加条件

下かつ酸素ガス雰囲気下で実施した結果、多核銅反応

サイトの存在と、酸素と電子が共存することで触媒反応サ

イトの活性化されることを確認した。 
 
２．実験（目的,方法）（Experimental） 
 電極触媒 r[Cutrz/GO]は、酸化グラフェンと銅三核錯体

の混合物を短時間高温加熱処理 [1]することで調製した。

In situ XAFS 用電極を作製するために、ポリイミドフィル

ム表面を酸素プラズマ処理し、その表面に金をスパッタす

る こ と で 金 / ポ リ イ ミ ド 電 極 を 作 製 し 、 そ の 上 に

r[Cutrz/GO]とアイオノマーである Nafion を含有する触

媒インクを滴下，乾燥させた。In situ XAFS 測定は自作

の電気化学セル [2]を用いて BL14B1 (SPring-8)にて Cu 

K 吸収端における in situ 蛍光 XAFS 測定を窒素ガス雰

囲気下およびアルゴンガス雰囲気下で実施した． 

 
３．結果と考察（Results and Discussion） 
 電極触媒である r[Cutrz/GO]の in situ XAFS測定し、

得られた広域 X 線吸収微細構造(EXAFS)振動を抽出し、

それをフーリエ変換して得られたデータの解析を行った

結果、Cu–N および Cu–Cu に帰属できるピークを確認した。

この結果は、r[Cutrz/GO]がカーボンシート内に多核金属

錯体のような構造を保持していることを示唆している。 
 また、X 線吸収端近傍構造(XANES)領域において、窒素

雰囲気下および酸素雰囲気下での測定結果を比べたところ、

窒素雰囲気下においては電位変化による XANES スペクト

ルの変化は確認できなかったが、酸素雰囲気下では等吸収

点を持ちながら XANES スペクトルが電位に応じて変化する

ことが確認できた。この結果は、電子のみでは構造変化が誘

起 され ず 、酸素 と 電子が 共存 する こ と に よっ て 、

r[Cutrz/GO]内部の触媒反応サイトが酸素還元反応に活性

な構造へ変化することを示唆している。 
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